
適 性 検 査 Ⅲ

１　問題は　 　から　 　までで、１０ページにわたって印刷してあります。

２　検査時間は３０分で、終わりは正午です。

３　声を出して読んではいけません。

４　計算が必要なときは、この問題用紙の余白を利用しなさい。

５　答えは全て解答用紙に明確に記入し、解答用紙だけを提出しなさい。

６　答えを直すときは、きれいに消してから、新しい答えを書きなさい。

７　受検番号を解答用紙の決められたらんに記入しなさい。
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問題は次のページから始まります。
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問題を解くときに、問題用紙や解答用紙、ティッシュペーパーなどを実際に折ったり切っ

たりしてはいけません。

　　�　はじめさんとくるみさんとおうきさんの三人が、４５個のおはじきを目の前に置き、次の
ような会話をしています。

はじめ：�この間、大そうじをしていたら、おはじきが出てきたんだ。祖父のものだったらし
いんだけど、ぼくにくれたんだ。きれいだから二人にも見せようと思って持ってき

たんだ。

くるみ：�すてきなおはじきだね。どれも同じ模
も

様
よう

だ。何個持ってきたの。

おうき：�１、２、３、・・・全部で４５個あるね。
はじめ：�４５個あるから、一人１５個ずつ配るね。 
おうき：�ぼくはおはじきに興味があるよ。量りがあるから、これを使って重さを量ってみよう。
くるみ：�私

わたし

が持っている１５個を全部のせると、３０ だよ。

おうき：�ぼくが持っている１５個の重さも３０ だよ。

はじめ：�ぼくが持っている１５個を全部のせると、３０．４ だよ。ということは、ぼくが持っ

ているおはじき１個あたりの重さは、約 あ  だね。
くるみ：�１個だけで、量ってみたら、私が持っているおはじきはどれもぴったり２ だよ。

２ といえば、１円玉が２枚
まい

の重さだね。

はじめ：�そういえば祖父がおはじきをくれる時に「１個だけ重いおはじきがある。」と言っ
ていたな。

〔問題１〕�　 あ  にあてはまる数字を、小数第三位を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して小数第二位まで求めなさ

い。また、求めた式も書きなさい。
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　三人は、重いおはじきを見つける方法について話しています。

はじめ：�この中から、１個だけある重いおはじきを見つけるには、量りに１個ずつのせるし
かないのかな。

おうき：�それは大変そうだから、ここにある天びんを使ってみたらどうだろう（図１）。�
これを使った方が、重いおはじきを早く見つけることができるんじゃないかな。

くるみ：�同じ個数のおはじきを皿にのせて、つり合わなければ下に動いた皿の中に重いお
はじきが入っていることになるね。

はじめ：�例えば、おはじきが９個あって、重いおはじきが１個まぎれているとすると、天
びんを２回使えば、必ず重いおはじきが発見できるね。ぼくの考えが正しければ、

２回めは天びんがつり合っても、つり合わなくても、重いおはじきを見つけること

ができるはずだよ。

くるみ：�どんな方法なの。
はじめ：�１回めに、天びんの左右の皿におはじきを３個ずつ入れてみる。ここでつり合っ

たとしたら、皿に入れなかった３個のおはじきの中に、重いおはじきがあるという

ことだね。

おうき：�つり合わなかったとしたら、下に動いた皿に入れた３個のおはじきの中に、重い
おはじきがあるということか。

はじめ：�２回めは、重いおはじきが入っていると分かった３個の中から、１個ずつおはじき
を天びんの左右の皿に入れればいいと思う。そして、 い  。

　　　　�この方法なら、２回めに天びんがつり合っても、つり合わなくても、必ず重いお

はじきが見つけられるよ。

〔問題２〕�　はじめさんの い  に入る説明を解答らんに書きなさい。

　　　　�　ただし、２回めに天びんの左右の皿がつり合った場合とつり合わなかった場合、ど

ちらのときでも必ず重いおはじきが見つけられる説明を書くこと。

図１　天びん
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　三人は、実際に１５個のおはじきの中から重いおはじきを見つける方法について話しています。

はじめ：�天びんはとても便利だね。これなら、１５個のおはじきでもすぐ見つかるね。
　　　　ぼくは、２回使って発見できたよ。

くるみ：�私
わたし

がやってみたら、３回使わないと発見できなかったよ。

はじめ：�どうしてだろう。
おうき：�はじめさんが見つけた重いおはじきも、くるみさんが見つけた重いおはじきも�

同じものだね。でも、なぜ二人は天びんを使う回数がちがったのかな。

はじめ：�ぼくの場合は、１回めも２回めもつり合っていたよ。
くるみ：�私も１回めはつり合っていたけれど、２回めはつり合わなかったよ。
　　　　でも、３回めはまたつり合ったよ。

おうき：�１回めにはじめさんとくるみさんが天びんの左右の皿に入れたおはじきの数は�
いっしょだったね。２回めも、はじめさんとくるみさんが天びんの左右の皿に�
入れたおはじきの個数はいっしょだった。でも、重いおはじきを見つけるまでの、

天びんを使う回数がちがう。ぼくはその理由が分かったよ。

　表１　はじめさんとくるみさんの天びんの結果表
１回め ２回め ３回め

はじめさん つり合う つり合う

くるみさん つり合う つり合わない つり合う

※はじめさんとくるみさんが１回めに天びんの左右の皿に入れたおはじきの個数は等しい。
　２回めも、はじめさんとくるみさんが天びんの左右の皿に入れたおはじきの個数は等しい。

〔問題３〕�　はじめさんとくるみさんが天びんを使う回数が異
こと

なる理由を、解答らんの に�

数字を書いて説明しなさい。
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おうき：�重いおはじきに、赤いシールをつけて、赤おはじきと呼
よ

ぼう。残りのおはじきには

白いシールをつけて、白おはじきと呼ぼう。このおはじきを使うゲームを思いつい

たよ。

くるみ：どんなゲームなの。
おうき：この４５個の中から、白おはじき６個と赤おはじき１個を取り出す。
　　　　�この７個のおはじきを二人で順番に取っていく。ただし、一度に取れるおはじき

の個数は１個か２個で、必ず１個は取るんだよ。そして、赤おはじきを取った方

が負けというゲームだ。二人でやってみて。

はじめ：�ぼくから取るね。ぼくは白おはじきを１個取るよ。そうすると、残りは�
白おはじきが５個で、赤おはじきが１個だね。次は、くるみさんの番だよ。

くるみ：�私
わたし

も白おはじきを１個取るね。次は、はじめさんの番だね。
はじめ：�ぼくは２個取るね。これで、残りは白おはじきが２個で赤おはじきが１個だ。
くるみ：�ここで私が白おはじきを２個取ると、残りは赤おはじきが１個だ。これで、はじめ

さんが赤おはじきを取ることになるから、はじめさんの負けだね。今度は三人で�
このゲームをやろう。 

おうき：�ぼく、すごいこと思いついたよ。
はじめ：�何を思いついたのか教えてよ。
おうき：�ためしてみたいから、ぼくから始めてもいいかな。そうすると、ぼくは絶対に負け�

ない気がするよ。

〔問題４〕�　三人は、おうきさん→はじめさん→くるみさん→おうきさん→・・・の順番で、
このゲームを行うことにしました。おうきさんは、自分からこのゲームを始めたら、
「絶対に負けない気がする」と言っています。

　　　　次の（１）、（２）の問いに答えなさい。

　　　　（１）　�負けないためには、おうきさんは最初の自分の順番で、何個取ればよいか答え
なさい。

　　　　（２）　�（１）で答えた個数を取ると、絶対に負けない理由を説明しなさい。
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　　�　はじめさんが先日、オーストラリアから来た留学生といっ
しょに寄

よせ

木
ぎ

細
ざい

工
く

を作ったことについて、くるみさん、おう
きさんに話をしていました。

はじめ：�この間、ホームステイに来た留学生といっしょに、図１のような立方体の寄
よせ

木
ぎ

細
ざい

工
く

を作ったんだ。

くるみ：�とてもきれいな寄木細工だね。これは日本の伝統工芸品だ。
おうき：�異

こと

なる色の２種類の木で作られた立方体を、４個ずつ組み合わせて、一つの立方

体ができているね。紙で作ったらどうかな。

はじめ：�図１の展
てん

開
かい

図
ず

を作っているんだけど、まだ完成していないんだ。この寄木細工の

立方体には、色の付いた部分  と白い部分  があるから、図２の状態まで
は色をぬれたんだけど、展開図のどこが色のついた部分になるかが分からなくなっ

てしまったよ。

おうき：�何か目印をつけよう。図３のように、立方体の白い部分の場所に、数字の「１」
を書きこんでみたよ。そうしたら、展開図のこの位置に「１」を書きこむことがで

きるね（図４）。

〔問題１〕�　図４について、次の（１）、（２）の問いに答えなさい。ただし、実際に紙を切ったり、
折ったりしてはいけません。

　　　　（１）　�図４は、三人が考えている図３の立方体の展開図です。図３で色が付いている
残りの部分を解答用紙の図４にぬり、図３の展開図を完成させなさい。

　　　　（２）　�三人は図５のように、図３の立方体の白い部分にさらに数字の「２」を書きこみ
ました。このとき、展開図では数字の「２」はどのように書かれているでしょうか。

解答用紙の図４に数字の「２」を、正しい向きで正しい位置に書き入れなさい。

２ 図１　寄
よせ

木
ぎ

細
ざい

工
く
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図２ 図３

図４ 図５
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はじめ：立方体は全ての辺の長さが等しい立体だったよね。
くるみ：そうだね。そして、全ての面が正方形だね。
おうき：辺の本数は何本あるかな。図６を使って数えてみよう。
はじめ：全部で１２本だ。
おうき：面の数はどうかな。
くるみ：６面だね。ところで、この図７の立方体のＰの点って何かな。
はじめ：�ぼくが今かいたよ。点Pは立方体の一つの面を四つの正方形に区切ったときの真

ん中の点だね。立方体は面の数が６面だからこの点Ｐは６個あるよ。図８のよう
に、となり合う面どうしでこの点を結ぶと図９の立体ができるね。これを立体Ａと
呼
よ

ぼう。

くるみ：立体Ａは全ての面が正三角形だね。
はじめ：本当だ、全部でいくつの面があるのだろう。
おうき：数えたら８面だ。正三角形が８個あるよ。
はじめ：この立体Ａの辺の本数は１２本だ。数えずに計算で求めることができたよ。

〔問題２〕�　はじめさんは「この立体Ａの辺の本数は１２本だ。数えずに計算で求めることができた
よ。」と言っていますが、どのように求めたのかを説明しなさい。ただし、（正三角形の数）、�
（正三角形の辺の本数）、という言葉を使って説明しなさい。
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図６ 図７

図８ 図９　立体Ａ
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　三人は立体Ａの展開図の一つが、図１０のようになることを見つけました。そして、図１１の
ように、この図形にある１０個の三角形の頂

ちょう

点
てん

に点をかきこみ、その１０個の点のうち、いくつ

かの点を通って点Ｓから点Ｇまで行くルートを考えていました。

図１０　立体Ａの展開図 図１１

図１２　ルート①

図１４　ルート①の計算例 図１５　ルート②の計算例

ルート①　１＋２＋８＋７＋６＝２４ ルート②　１＋１０＋２＋８
＋３＋４＋５＋６＝３９

Ｓ

Ｇ

Ｓ

Ｇ

Ｓ

Ｇ
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１

５

６
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図１３　ルート②
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はじめ：�例えば図１２のようなルートが考えられるね。これをルート①としよう。
くるみ：�私

わたし

は、図１３のようなちがうルートを考えたよ。これをルート②としよう。
おうき：�これで新しい問題を考えてみたよ。例えば、１０個の頂

ちょう

点
てん

のそれぞれの点に１か

ら１０までの数を順番に当てはめ、そのルートが通った数字の和を求めてみると、

図１４と図１５のように２４と３９になるよ。この２つ数の差は
　　　　　　　３９－２４＝１５ 
　　　　�になるね。この差が最も大きくなるように数字を当てはめていくと、どのような

パターンがあるかな。二人とも考えてみて。

くるみ：�たくさんのパターンがありそうだね。
はじめ：�でもルート①もルート②も同じ点を通る場所があることを利用したらできたよ。

〔問題３〕�　図１６のように１０個の頂点のそれぞれの点に点アから点コまで点をふり、その点に
それぞれ１から１０までの数字を重ならずに１つずつ入れる。ルート①が通る数の和と、
ルート②が通る数の和を求めると、二つの数の差が最も大きくなった。このとき、点ア
から点コまでにはそれぞれ１から１０までのどの数字が入っていたか答えなさい。また、
その答えを導き出した考え方も答えなさい。

図１６
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